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佐賀県の被災地社協へ県内社協から応援職員を派遣 ～ 令和元年８月豪雨 ～ 

８月の前線に伴う大雨は佐賀県を中心に甚大な被害をもたらしました。被災された方々とその

ご家族の皆様方には心よりお見舞い申し上げます。被災地社協では復旧に向けて、現在も災害ボ

ランティアセンターを設置し多くのボランティアによる支援活動が行われています。 

また、「九州ブロック社会福祉協議会災害時相互応援

協定」に基づき、９月６日(金)から現在まで、被災地の

佐賀県大町町に、本会並びに県内市町社協職員14名を派

遣し、災害ボランティアセンターの運営支援を行ってい

ます。今後も県内の各社協から応援職員を派遣する予定

です。 

これからも熊本地震の恩返しとともに、その時の経験

を活かして被災地社協のサポートに努めてまいります。 

困難ケースへの対応と課題を共有 ～ 地域福祉権利擁護事業担当職員研修会 ～ 

９月９日(月)、県総合福祉センターで地域福祉権利擁護事業担

当職員研修会を開催し、市町村社協から 48名が参加しました。 

はじめに、本会事務局から「地域福祉権利擁護事業の現状と課

題等について」基調報告を行ったあと、事業説明として基本的な

業務手順や不正(トラブル)防止のための業務運営、書類管理上

の留意点について説明を行いました。 
 

【左：田畑氏 右：木下氏】 

実践発表では、玉名市社協の田畑 恵子 氏と御船町社協の木下 美千代 氏から困難事例への対

応や課題、支援者としての悩みや大切にしていることなどについて報告がありました。 

参加者からは「支援者としての悩みを共有でき、少し気持ちが楽になった」等の感想も寄せら

れ、各社協の取り組みや支援者として利用者に向き合う姿勢等を共有することができました。 

生活困窮者自立相談支援事業関係機関・団体情報共有会議を開催 

９月26日(木)、県総合福祉センターで、生活困窮者自立相談支援事業関係機関・団体情報共有

会議を開催しました。当日は、県社会福祉課、県精神保健福祉センター(県ひきこもり地域支援

センター)、県弁護士会、県地域包括・在宅介護支援センター協議会、地域活動支援センター、

県地域生活定着支援センター、県民生委員児童委員協議会、県地域支え合いセンター支援事務所

の関係者及び主任相談支援員７名が出席しました。 

本会議は、本会が31町村社協とともに取り組んでいる生活困窮者自立相談支援事業の利用促

進と相談支援活動において、関係機関・団体との円滑な連携を図るために実施しているもので

す。 

今回の会議では、平成30年度事業実施状況の報告と、主任相談支援員から提供があった事例に

ついて、関係者から的確なアドバイスや意見をいただきました。今後も、事例検討等を通じて、

生活困窮者及びその家族への相談支援に必要な情報の共有や、相談支援活動の円滑かつ効果的

な実施に向けた課題の検討を行っていきます。 

【大町町災害ボランティアセンター】 
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 民生委員児童委員の活動強化に向けて課題を協議 
～九州ブロック民生委員・児童委員関係事業会議～ 

 ８月29日(木)･30日(金)の両日、熊本ホテルキャッスルにおい

て、九州ブロック民生委員・児童委員関係事業会議が開催され、

九州各県指定都市の民生委員児童員協議会の会長及び副会長な

ど87名が参加しました。会議では、熊本市民児協 野口会長と熊

本市社協 潮谷会長からの主催者挨拶の後、全社協民生部 佐甲

部長から民生委員児童

委員活動の動向と重点

課題について基調報告

がありました。その後、２分科会に分かれ、「地域版民生委員・

児童委員活動強化方策の策定に向けて」「なり手確保や負担

軽減のための取組み」「自然災害に備えるために」をテーマ

に、それぞれの地域性を踏まえた意見が出され、今後の民生

委員児童委員活動のための活発な協議が行われました。 

“やさしい”あなたの活躍の場   福祉のお仕事体験できます！     

福祉人材・研修センターでは、高齢・障がい分野の職場(施設)で

の体験事業を実施しています。昨年度の体験者 136名（のべ日数は

344日）のうち、福祉事業所へ就職された方は 11名で、体験された

事業所への就職は８名でした。参加者からは「難聴がある方には大

きな声で話すなど、気遣いが大事だと思った（高校生）」、「入所者の

方からの『ありがとう』や笑顔に感じた充実感や達成感は何事にも

代えがたかった(一般の方)」などの声がありました。本事業は、福

祉の仕事に関心のある方(小学生以上)ならどなたでも参加でき、1

人 10 日以内、参加は無料です。本年度の申込みは、令和２年２月

28日(金)までですので、是非ご参加ください。                          

車椅子寄贈のお礼 ～ 住友生命 熊本支社 及び 同社労働組合 ～ 

９月10日(火)、住友生命保険相互会社熊本支社及び同社労働組合

熊本支部から、県内の市町村社協に、車椅子５台が寄贈されました。 

市町村社協への寄贈は、平成12年から毎年行われており、20年目

を迎える本年で、合計129台となります。これまでに寄贈いただい

た43の市町村社協では、外出機会の少ない高齢者や障がい者の方々

へ、社会参加のための車椅子の貸出しや外出支援、また車椅子体験

を通した福祉教育など、様々な福祉活動に活かされています。本年

度の寄贈先は次のとおりです。 

<熊本支社２台> 宇城市社協、益城町社協 

<労働組合熊本支部３台> 山鹿市社協、大津町社協、氷川町社協 

寄附のお礼  ～ 熊本県建築労働組合様 ～ 

８月 21 日(水)、熊本県建築労働組合様から寄附金をいただきまし

た。この寄附は、同組合が熊本地震の際に被害の大きかった益城町の

グランメッセ熊本を会場に住民の方を招待し、イベントを行った際の

収益金によるものです。 

ご寄附いただきました浄財は、社会福祉振興基金事業の財源として、

活動等の支援、社会福祉事業の振興などに有効に活用させていただき

ます。ありがとうございました。 

【熊本市民児協 野口会長の主催者挨拶】 

【分科会の様子】 

【９月24日 
八代清流高校生の体験】 

【左：椿原支社長 
 右：池田労働組合委員長】 

【左:熊本県建築労働組合の方々】 
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各課トピックス   ＊お問合せは、県社協各課まで 

総 務 課 地 域 福 祉 課 

TEL 096-324-5454 ／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5470／ FAX 096-355-5440 

◆赤い羽根共同募金運動のお知らせ◆ 

10月１日から３月末までの６か月間、全国一斉に

赤い羽根共同募金運動が実施されます。赤い羽根共

同募金は、福祉施設、ＮＰＯ法人、ボランティア団

体等への支援をはじめ、安心・安全なまちづくりの

支援、高齢者や障がい者への支援、子育て支援、災

害復旧支援などの地域福祉の推進を図るために使

われます。みなさまのあたたかいご支援とご協力を

お願いします。 

◆市町村社協新任職員研修会開催のご案内◆ 

期 日 11月19日(火)～20日(水) 

会 場 荒尾市社会福祉協議会 

定 員 30名程度 

対象者 原則として勤務年数が３年未満(４月１日現

在)の市町村社協職員 

参加費 2,000円 

※ 詳細は、地域福祉課にお問合わせください。 

施 設 福 祉 課 民 生 課 

TEL 096-324-5462／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5475／ FAX 096-355-5440 

◆ソウェルクラブ会員交流事業のご案内◆ 

事業名 ｢特急Ａ列車で行く世界遺産 﨑津集落と

天草伊勢えび祭り２日間の旅｣ 

期 日 11月23日(土)～24日(日) 

宿泊場所 ホテルアレグリアガーデンズ天草 

定 員 40名 

参加費 17,500円(通常価格35,000円) 

申込期日 10月23日(水)～24日(木)予定 

＊ 詳細は、会員事業所に別途ご連絡します。 

◆ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付のご案内◆ 

 本資金は、高等職業訓練促進給付金を受けながら

各種専門学校等に就学し、就職に有利な資格の取得

を目指すひとり親家庭の親を支援する貸付金で、入

学準備金と就職準備金の２種類があります。 

 本年度第２期の入学準備金(50万円以内)の申請

を次のとおり受付けます。 

 受付期間 10月16日(水)～11月22日(金) 

※ 詳細は、本会ホームページをご覧ください。 

福 祉 人 材 ・ 研 修 セ ン タ ー 運 営 適 正 化 委 員 会 

TEL 096-322-8077 ／ FAX 096-324-5464 TEL 096-324-5471 ／ FAX 096-324-5456 

◆「福祉の就職総合フェア2019」のご案内◆ 

日  時 11月４日(月) 13:00～16:00 

会  場 ＫＫＲホテル熊本  

２階「五峯」「城彩」「ローズルーム」 

内  容 ①県内60ヵ所の福祉施設との面談会 

     ②福祉の資格取得法などの各種相談 

参加対象 福祉職（介護・保育等）への就職希望者 

及び来春卒業予定の学生等 

※ 詳細は、当センターにお問合わせください。 

◆福祉サービス苦情解決研修会のご案内◆ 

期 日  10月17日(木) 13:00～16:15 

会 場  熊本市植木文化センター 

講 師  田形社会福祉士事務所 田形 隆尚 氏 

内 容  講演及びパネルディスカッション 

対象者  福祉事業所の苦情解決責任者、苦情受付

担当者、第三者委員、市町村職員等 

参加費  １人2,000円 

定 員  550名(定員に達し次第申込み締切) 

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー ご 案 内 

TEL 096-324-5436 ／ FAX 096-324-5427 ◆「社会福祉手帳2020年版」頒布のご案内◆ 

価 格 １冊600円 

送 料 ９冊以下注文の場合は500円 

    10冊以上注文の場合は無料 

資料編 社会福祉法等の法令、県関係 

機関、県内外の社協、県内の施 

設・団体等の名簿、市町村別人 

口等一覧など。 

※ 申込書は本会ホームページからダウンロード 

できます。 

◆社会福祉施設ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動推進研修のご案内◆ 

テーマ 「社会福祉施設におけるＨappyな 

ボランティアコーディネーション｣(仮題) 

日 時 11月22日(金) 10:00～ 

会 場 ＫＫＲホテル熊本  

講 師 (一社)生き方のデザイン研究所 

 代表理事  遠山 昌子 氏 

対象者 社会福祉施設等ボランティア担当職員 


